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「 岡 山 に お け る 水 と の 闘 い ―旭り||と百間り||の過去 。現在・未来―」

■国土交通省岡山河川事務所長     植  田    彰
1月 17日
(りに)

2月 7日
(りk)

「外村家で暮らして」
■染織家

「<ら しに民藝を」
■日本民藝協会会長

上 田 睦 子

金  光

「造形史から見る仏像の意義について」

■就実大学人文科学部教授       ■  月F 遅l 弓ム

「 岡 山 の 文 学 者 た ち 一多士済長と反骨と」

■ノートリレダム清心女子大学教授  綾 目 広 治
3月 6日
(りk)

● 申 込 高 法 ●

はがき・ FA× 。Eメ ールまたは電話で
住所・ 氏名・電話番号・受講を希望する

講座番号をお矢□らせ<ださい。

文イヒ財国会員の方は、受講料が500円に
なりますので会員番号をお矢□らせ下さい

● 申 込 先 ●

〒700-0813岡 山市北区石関町2-1
(財)岡山県郷土文化財団

「郷土文化講座」係

丁EL:(086)233-2505
FA× :(086)232-4329
巨一man:。―bunka@utopia.ocn.ne.jp


